
　

10
月
３
日
に
日
本
た
ば
こ
産
業
株

式
会
社
（
以
下
「
Ｊ
Ｔ
」。）
と
協
働

し
て
の
森
林
保
全
活
動
「
Ｊ
Ｔ
の
森

積
丹
２
０
１
５
秋
」
が
開
催
さ
れ
、

永
田
亮
子
Ｃ
Ｓ
Ｒ
担
当
執
行
役
員
を

は
じ
め
と
す
る
Ｊ
Ｔ
社
員
や
家
族
の

皆
さ
ん
の
ほ
か
、
国
・
道
の
機
関
な

ど
、
町
内
外
か
ら
約
１
３
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

記
念
す
べ
き
第
10
回
目
の
今
回
の

森
林
保
全
活
動
は
、
あ
い
に
く
の
天

候
に
よ
り
、
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た

積
丹
川
流
域
エ
リ
ア
内
更
新
伐
跡
地

へ
の
植
樹
は
行
え
ず
、
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
活
動
で
は
町
環
境
生
態
系

保
全
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
河
村
博

氏
に
よ
る
「
森
・
川
・
海
の
つ
な
が

り
を
支
え
る
森
の
神
さ
ま
の
く
ら

し
」
と
題
し
た
熊
の
生
態
に
つ
い
て

の
講
演
が
行
わ
れ
、
河
村
氏
が
研
究

活
動
を
行
う
上
で
出
会
っ
た
熊
と
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、適
切
な
熊
と
の
「
距

離
感
」
に
つ
い
て
の
講
話
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
八
木
宏
樹
小
樽
商
科
大
学

教
授
に
よ
る
、
同
大
が
町
や
関
係
団

体
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
現
在
取
組

を
進
め
て
い
る
サ
ケ
類
資
源
回
復
や

ウ
ニ
殻
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
の
講

話
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
余
別
川
の

貴
重
な
河
川
環
境
を
は
じ
め
と
し
た

自
然
環
境
保
全
へ
の
関
心
を
高
め
て

い
ま
し
た
。

　

毎
回
町
内
の
海
産
物
や
農
産
物
を

　

９
月
４
日
、
丹
呉
泰
健
Ｊ
Ｔ
取
締

役
会
長
が
来
町
し
、
「
Ｊ
Ｔ
の
森
積

丹
」
美
国
川
・
余
別
川
流
域
エ
リ
ア

や
島
武
意
海
岸
、
神
威
岬
な
ど
を
視

察
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
泉
内
閣
総
理
大
臣
秘
書
官
、
財

務
事
務
次
官
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ

れ
た
丹
呉
会
長
は
昨
年
６
月
の
同
社

会
長
就
任
後
、
初
め
て
の
来
町
と
な

贅
沢
に
使
用
し
、
参
加
者
が
心
待
ち

に
し
て
い
る
昼
食
で
は
、
美
国
婦
人

会
（
戸
来
和
子
会
長
）
か
ら
町
内
産

の
食
材
を
使
用
し
た
ホ
ッ
ケ
の
す
り

身
汁
等
が
振
る
舞
わ
れ
、
お
か
わ
り

に
列
が
出
来
る
好
評
で
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
ド
ン
グ
リ
な
ど
森
の

中
か
ら
採
取
し
た
材
料
を
使
用
し
た

「
木
製
マ
グ
ネ
ッ
ト
作
り
」
が
行
わ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思
考
を
凝
ら
し
た

作
品
を
作
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
Ｊ
Ｔ
社
員
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
、
地
域
や
関
係
機
関
の
皆
さ
ん

に
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
森
・

川
・
海
を
つ
な
ぐ
「
水
源
の
森
づ
く

り
」
の
実
現
に
向
け
て
活
動
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
来
町
で
は
「
海

を
育
む
水
源
の
森
に
」
を
理

念
と
し
た
「
Ｊ
Ｔ
の
森
積
丹
」
の
実

践
地
の
優
位
性
や
可
能
性
に
高
い
関

心
を
寄
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
半
島

先
端
の
地
の
多
様
な
地
域
資
源
の
豊

か
さ
等
に
対
し
、
地
域
活
性
化
へ
の

期
待
を
込
め
た
激
励
と
、
「
Ｊ
Ｔ
の

森
積
丹
」
活
動
事
業
に
対
し
て
当
町

へ
の
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

Ｊ
Ｔ
取
締
役
会
長

丹た

ん

ご呉
泰や

す

た

け健
氏
も
初
来
町

第 10 回
「
Ｊ
Ｔ
の
森
積
丹
」

秋
の
森
林
保
全
活
動
を
開
催
！左／八木宏樹小樽商科大学商学部教授　中央／河村博町環境生態系保全技術アドバイザー　右／永田亮子ＪＴＣＳＲ担当執行役員

▲河村町環境生態系保全技術アドバイザーから

　説明を受ける丹呉会長（左）
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　９月 26 日、総合文化センターで、栗原クリニック東京・日本橋院長の栗原毅医師と同院の栗原丈徳歯科医

師を講師に招き、「2015 年度海洋センターを活用したコミュニティの再生に関するモデル事業」の一環として

第１回町民文化講演会が実施され、町内外から 72 名が参加しました。

　第１部では、栗原毅医師による「健康に生きるために」と題した基調講演が行われ、食事と健康の関係、先

生が研究を行っている緑茶の効能が紹介されたほか、健康に生きるために「歩くこと」の意義や効果等につい

　

美
国
中
学
校
駅
伝
部
が
９
月
11
日

に
黒
松
内
町
で
開
催
さ
れ
た
第
45
回

後
志
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
に
出
場

し
、
見
事
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

同
部
は
、
今
年
度
か
ら
美
国
中
学

校
に
着
任
し
、
前
任
地
の
蘭
越
中
で

も
駅
伝
部
を
率
い
た
伊
藤
睦
美
教
頭

の
呼
び
か
け
で
結
成
。
他
の
部
活
動

と
兼
務
と
な
る
な
ど
、
心
身
共
に
苦

し
い
練
習
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

と
」
の
大
切
さ
を
伝
え
て
き
た
伊
藤

教
頭
は
駅
伝
部
の
選
手
達
を
「
積
丹

の
子
な
ら
で
は
の
感
性
・
野
性
が
武

器
で
、
大
き
な
可
能
性
を
感
じ
て
い

る
。
前
任
地
と
同
じ
だ
け
の
練
習
量

を
確
保
で
き
る
な
ら
全
国
も
視
野
に

入
る
。」
と
話
し
、
こ
の
約
一
か
月

間
の
間
に
「
陸
上
競
技
者
」
と
し
て

進
化
し
続
け
た
選
手
達
を
高
く
評
価

し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
部
は
10
月
18
日
に
新
得

町
で
開
催
さ
れ
た
第
33
回
北
海
道
中

学
校
駅
伝
競
走
大
会
に
も
出
場
し
、

こ
ち
ら
は
入
賞
が
叶
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
選
手
た
ち
は
悔
し
さ
を
大
き

く
に
じ
ま
せ
、
冬
期
間
を
控
え
て
一

時
活
動
を
終
え
た
同
部
で
す
が
、
選

手
た
ち
か
ら
は
「
次
の
練
習
は
い
つ

や
り
ま
す
か
？
」
と
い
う
声
が
伊
藤

教
頭
へ
相
次
い
で
い
る
そ
う
で
す
。

　

「
勝
っ
た
り
負
け
た
り
す
る
人
種

と
、
勝
っ
た
り
も
負
け
た
り
も
し
な

い
人
種
。
ど
う
せ
生
き
る
な
ら
勝
っ

た
り
負
け
た
り
す
る
人
種
で
い
た

い
！
」
伊
藤
教
頭
が
部
活
動
指
導
で

伝
え
続
け
て
き
た
思
想
。
創
部
か
ら

僅
か
な
期
間
で
「
勝
っ
た
喜
び
」
と

「
負
け
た
悔
し
さ
」
の
両
方
を
経
験

し
た
選
手
達
の
成
長
を
た
た
え
、
今

後
の
選
手
達
の
活
躍
を
温
か
く
応
援

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

な
が
ら
も
、
そ
の
呼
び
か
け
に
応
え

た
７
人
の
選
手
達
は
７
月
25
日
か
ら

練
習
を
開
始
。
一
回
の
練
習
に
充
て

ら
れ
る
時
間
は
他
の
部
活
動
開
始
前

の
約
30
分
、
大
会
ま
で
の
練
習
回
数

は
22
回
、
こ
の
少
な
い
練
習
時
間
で

優
勝
を
狙
う
チ
ー
ム
を
目
指
す
べ
く

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
今
回
の
栄

冠
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

練
習
を
通
し
て
「
積
み
上
げ
る
こ

（奥左から）杉野弘幸（３年）、長谷川颯（３年）

　　　　   越前元喜（２年）、長谷川順信（２年）

（手前左から）入間川陸翔（２年）、長島晃介（２年）

　　　　　  斉藤丈瑠（１年）

美
国
中
駅
伝
部
　
第
45
回
後
志
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会

初
出
場
・
初
優
勝
の
快
挙
！

ても紹介され、参加者の運動習慣と健康意識の向上を図

るとともに、町が実施している各種ウォーキング事業へ

の積極的な参加を促しました。

　第２部では、栗原丈徳歯科医師による「口から始まる

健康」と題した実技講演が行われ、口の中を健康に保つ

ことが認知症の予防や健康寿命を延ばすことに繋がるこ

とが説明され、先生の指導の下、実際に口を動かす運動

をしたほか、義歯についての説明も行われました。

　最後は、総合文化センター横で株式会社伊藤園より提

供いただいたヤブキタ茶と栗原毅医師より紹介いただい

た狭山茶の苗木の記念植樹を実施し、健康意識の醸成を

目的とした講演会は終了しました。

栗
原 

毅 

医
師

栗
原 

丈
徳 

歯
科
医
師

 - 健康意識の醸成 -　栗原毅
たけし

医師・栗原丈
た け の り

徳歯科医師が講演
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去
る
９
月
５
日
に
交
通
事
故
死
ゼ

ロ
５
，
５
０
０
日
を
達
成
し
た
町
に

対
し
、
10
月
13
日
、
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
、
北
海
道
知
事
か
ら
の
感
謝

状
及
び
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員

会
長
か
ら
の
表
彰
状
が
贈
ら
れ
、
橋

本
後
志
総
合
振
興
局
長
よ
り
松
井
町

長
へ
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
議
会
議
員
や
町
交
通
安
全
関
係

団
体
等
が
参
列
し
た
伝
達
式
で
は
、

賞
状
の
伝
達
、
橋
本
後
志
総
合
振
興

　

10
月
21
日
、
北
海
道
電
力
泊
原
発

の
重
大
事
故
を
想
定
し
た
北
海
道
原

子
力
防
災
訓
練
が
、
積
丹
町
を
含
む

泊
原
発
よ
り
30
㎞
圏
内
に
あ
る
後
志

管
内
13
町
村
と
北
海
道
の
主
催
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
７
時
25
分
頃
、
後
志
内

陸
部
を
震
源
と
す
る
震
度
６
強
の
地

震
が
発
生
、
積
丹
町
の
震
度
は
５
弱

で
、
津
波
の
発
生
は
無
い
と
の
想
定

に
基
づ
き
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
訓
練
で
は
、
積
丹
町
へ
の

放
射
性
物
質
の
放
出
は
無
く
、
屋
内

局
長
と
村
部
余
市
警
察
署

長
の
祝
辞
に
続
き
、
松
井

町
長
が
「
記
録
達
成
は
町

民
と
関
係
団
体
の
交
通
安

全
運
動
へ
の
ご
協
力
の
賜

物
、
更
に
記
録
を
伸
ば
せ

る
よ
う
、
住
民
一
丸
と

な
っ
て
運
動
を
続
け
て
い

き
た
い
。」
と
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

こ
の
記
録
は
オ
ホ
ー
ツ

ク
管
内
西
興
部
村(

７
，

５
４
９
日(

10
月
１
日
現

在))

に
続
く
北
海
道
第

２
位
の
記
録
で
、
夏
場
に

は
札
幌
圏
を
は
じ
め
と
し

た
各
地
か
ら
多
数
の
観
光
客
が
訪
れ

る
土
地
で
あ
り
な
が
ら
「
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
」
の
記
録
を
一
日
ず
つ
堅
実

に
積
み
重
ね
る
積
丹
町
の
交
通
安
全

運
動
へ
の
取
組
は
関
係
機
関
か
ら
も

高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
12
年
８
月
以
来
続
い
て
い
る

「
輪
禍
の
無
い
ま
ち
積
丹
町
」。
今
後

も
こ
の
記
録
が
続
く
よ
う
町
ぐ
る
み

で
交
通
安
全
へ
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
死

ゼ
ロ
の
日

５
，
５
０
０
日
達
成

退
避
の
防
護
措
置
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
町
外
へ
の
避

難
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
万
が

一
に
備
え
、
札
幌
市
と
共
同
で
積
丹

町
の
一
時
滞
在
場
所
と
な
っ
て
い
る

札
幌
市
西
区
体
育
館
の
避
難
所
開
設

を
実
施
し
た
ほ
か
、
町
観
光
協
会
等

の
協
力
の
も
と
、
観
光
客
へ
の
情
報

伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
年
度
と
同
様
、
学
校
や
町
民
へ
の

通
信
連
絡
訓
練
や
職
員
に
よ
る
町
内

各
所
で
の
放
射
線
量
の
測
定
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

原
子
力
事
故
は
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
で
す
が
、
非
常
事
態
は
い
つ

訪
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
も
の
時
に
適
切
な
行
動
が
と

れ
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
防
災
意
識
を

高
め
、
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
意
識
の
更
な
る
向
上
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

一時滞在場所開設を行った西区体育館（札幌市）

　余別自治会は、財団法人自治総合セ

ンターが地域の自治会活動等を推進す

るために助成を行っているコミュニ

ティ助成事業を利用して除雪機や除雪

機格納庫、防災備品用保管庫を購入し

ました。

　この事業は同センターが全国自治宝

くじの普及を目的に行っているもの

で、社会や暮らしなど私達の身の回り

で役立っています。

除雪機購入等を助成

～コミュニティ助成事業～

除
雪
機

防
災
備
品
用
保
管
庫
（
右
）

除
雪
機
格
納
庫
（
左
）

▲

▲

橋本後志総合振興局長（左）と松井町長

道
原
子
力
防
災
訓
練
を
実
施

北
海
道
と
管
内
13
町
村
・
原
発
重
大
事
故
を
想
定
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